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1 は じ め に

摘花 (果)は ,果実品質の向上を図るために極めて重要

で,しかも多大な労力を要する作業である。そのため,省

力化,能率化に関して様々な試みがなされ,現在,石灰硫

黄合剤が摘花剤として使用されている。また,訪花昆虫に

影響が少なく摘花効果のある資材として,ギ酸カルシウム

(ス イカル)についても一部で試みられている。

最近,農産物に対する消費者意識の変化から,よ り安全

な農産物の生産が求められるようになっている。そこで ,

安全で効果の高い摘花剤を検索することを目的として,1999

年まで,食品添加物で認可されている有機酸 (リ ンゴ酸 ,

コハク酸,フ マル酸,ク エン酸,酢酸,グルコン酸,乳酸 ,

酒石酸,イ タコン酸)について,摘花剤としての効果の検

討を行った。その結果,数種の有機酸において結実阻害効

果が認められたため,石灰硫黄合剤と同等以上の摘花効果

の見られた 3種の有機酸について詳細な検討を行った。

2試 験 方 法

(1)供試品種及び試験規模

201Xl年 :ジ ョナゴールド/M26FIt及 び」M8
(8年生樹) 側枝別 3反復

2001年 :ふ じ/M9FIt(9年 生樹) 側枝別 4反復
2)供試薬剤及び処理濃度 :表 1の とおり

表 1 供試薬剤及び処理濃度

薬剤名
処理濃度

2000生「 2001年

100倍    200倍
50倍    100倍
100倍    200倍

石灰硫黄合剤   100倍    100倍
注 21Xlll年の有機酸の濃度はギ酸カルシウムllKl倍 時の

ギ酸のmol濃度 (0 0769mO1/1)に設定。

13)処理時期及び処理日

21XXl年 :5月 15日 (中心花人工受粉 3日後)

2001年 :5月 10日 (満開2日後 。中心花人工受粉 5日の

石灰硫黄合剤のみ5月 12日に 2回目処理

(41 処理方法

2000年 :電動噴霧器で枝葉から薬液が滴る程度に散布

2001年 :手動噴霧器でラベルをつけた花そうに散布

(51 調査方法

側枝婦1に頂芽25花そう,腋芽花調査のため新梢 3本に開

花前にラベルし,経時的に結実率を調査した。なお,201Xl

年は果実を10月 6日に一斉収穫し,全果について果重・ 果

面障害等の調査を行った。

3 試験結果及び考察

■)2000年の試験結果

1)頂芽に対する効果は,酒石酸≧リンゴ酸≧クエン

酸の順で高いが,酒石酸は中心花に対しては過剰な摘花と

なった。また,いずれの有機酸も石灰硫黄合剤以上の効果

が認められ,特に中心花に対する効果が高かった。側花に

対しては,酒石酸以外は石灰硫黄合剤と同程度であった。

2)腋芽に対する効果は,中心花では頂芽とはぼ同様
な効果を示したが,側花では酒石酸以外は明確な効果は見

られなかった。

3)処理後の薬害は,いずれの有機酸でも展開直後の

幼葉の焼けが見られ,その程度は酒石酸で激しく,収穫時

にも回復には至らなかった。また,石灰硫黄合剤と比較 し

て,花弁が褐変してもがくから脱落しにくかったが,収穫

果に対し直接的な影響は見られなかった。

4)果形,種子に及ぼす影響は,無処理に比較 して有
機酸処理は種子数が減少する傾向が見られ,処理による受

精阻害効果と推察された。(データ省略)

12)2001年 の試験結果

1)頂芽に対する効果は,中心花ではいずれの有機酸,
石灰硫黄合剤においても無処理区と同等で,明確な効果は

得られなかった。側花に対しては,酒石酸≧リンゴ酸≧ク

エン酸の1慣でやや効果が認められたが,石灰硫黄合剤の 2

回処理に比較してやや劣った。頂芽花の開花から処理まで

の日数が効果に影響したものと思われた。

2)腋芽に対する効果は,いずれの処理においても高
く,効果の程度 tま ,酒石酸≧リンゴ酸―クエン酸であった。

3)濃度の違いによる摘花効果は,リ ンゴ酸,ク エン

酸では判然としなかったものの,酒石酸においては濃度が

高いほど効果が高い傾向が見られた。なお,酒石酸の 1回

処理は,両濃度とも石灰硫黄合剤 2回処理と同等以上の摘

花効果を示した。

4)処理後の薬害は,いずれの有機酸においても展開

リンゴ酸    97倍
クエン酸    62倍
酒石酸    77倍
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直後の幼葉の焼けが見られ,その程度は酒石酸の100倍 で

激しく,一部の果実にはサビの症状が生じた。その他の薬

剤,濃度においては,葉焼けは軽かった。また,い ずれの

有機酸においても,花弁が褐変してもがくから脱落しにく

い傾向が認められ,特に酒石酸の100倍で著しかった。

3)考察
処理年度,品種により多少の差は見られるが,今回供試

したいずれの有機酸においても石灰硫黄合剤と同等以上の

摘花効果が確認され,総じて酒石酸≧リンゴ酸≧クエン酸

の順で効果が高い傾向が認められた。また,酒石酸におい

ては濃度が高いはど効果も高いことが確認された。

腋芽の側花に対する効果は,酒石酸において高かったが,

処理時の開花ステージが,頂芽と腋芽の中心花がほぼ満開

で腋芽の側花が開花始期であったことから,酒石酸以外の

有機酸は未開花の花には効果を示さず,開花した花の柱頭

に障害を及ぼして結実阻害していると思われる。それに対

し,酒石酸は未開花でも花弁の浸透による柱頭等への障害 ,

若しくは花器全体に障害を及ぼし,結実阻害しているので

はないかと考えられる。

4 ま  と  め

各種有機酸について摘花剤としての効果の検討を行った

ところ,酒石酸≧リンゴ酸≧クエン酸の順で高い摘花効果

が認められた。また,酒石酸においては濃度が高いほど効

果も高いことが確認された。しかし,いずれの有機酸,濃

度においても薬害が認められた。今後実用化に向けては,

適切な処理濃度や処理時期及び剤型の検討が必要であると

ともに,剤の作用性の解明を図る必要がある。
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図 1

↑  ↑↑           調査日
人工 渋開 処理日
受粉 期

`ジ ョナゴール ド'の開花状況と処理日 (20111年 )

濃度

) 1::/W

↑    ↑  ↑    ↑  ↑ 調査日
1[1日 2回 日 満開 処理日1処理日2
人工受粉 人工受粉 期    (石 灰硫黄合剤)

図 2 `ふ じ'の開花状況と処理日 (2001年 )

薬剤名

リン 78 7bY    54 7b

621曽        89 3cd    68 0b 313b
360a     120a      100a      104a 179a     248a     230a
97 3de    98 3o      30 9b     42 8b      45 4bc     60 3b     57 0b

331b      34 9abc
382b      28ab

588b
555b

527b
492b

酒石酸     77倍
石灰硫黄合剤   100倍
対照無処理         1000e  940o   617o   680c   709d   662b   596b
注 Z調査日は6月 5日  Y異符号はDuncanの 多重検定で 5%水準の有意差あり。

薬剤名 濃度

140a
200倍         980a     980a      134a      30 2ab     27 1a      34 4bc     32 7b

クエン酸   50倍      969a   969a   189a   350b    158a   552d   464c
100右害         980a     980a      130a     30 5ab     19 4a     20 1ab    19 8a

酒石酸     100倍          990a     97 0a      l1 6a     29 4ab      7 9a      7 2a      7 4a
11

160a

注 Z調査日は6月 4日  Y異符号はDuncanの 多重検定で5%水準の有意差あり。
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表2 各種薬剤の `ジ ョナゴールド'に対する摘花効果 (2000年 )

表3 各種薬剤の `ふ じ 'に対する摘花効果 (2000年 )
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572b
177a
54 1c


